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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
向き合う第１、第２基板と、　前記第１基板上に形成された薄膜トランジスタアレイと、
　前記薄膜トランジスタアレイの各薄膜トランジスタと電気的に連結された画素電極と、
　前記画素電極の間に所定間隔離隔して形成された共通電極と、　前記第２基板上に前記
画素電極以外の部位を遮断する遮光層と、　前記画素電極の間に各々対応して前記遮光層
にオーバーラップして形成されるカラーフィルター層と、　前記カラーフィルター層上に
形成されたＸ軸、Ｙ軸透明電極コイル群を含めてなるＥＭセンサー部と、　前記ＥＭセン
サー部を含む前記第２基板の全面に所定厚さで表面を平坦化するオーバーコート層と、　
前記第１、第２基板の間に形成された液晶層と、　前記第１基板の下部に光を照射するバ
ックライトユニットと、　前記バックライトユニットの下部の前記ＥＭセンサー部を制御
する制御部と　を含めてなる電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置。
【請求項２】
前記ＥＭセンサー部は、　前記オーバーコート上に形成された透明電極からなるＸ軸コイ
ル群と、　前記Ｘ軸コイル群を含む前記透明基板の全面に形成されて表面を平坦化する第
１透明絶縁膜と、　前記透明絶縁膜上に形成された透明電極からなる複数のＹ軸コイル群
と、　前記Ｙ軸コイル群を含む前記第１透明絶縁膜上に形成されて表面を平坦化する第２
透明絶縁膜と　からなる請求項１に記載の電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置
。
【請求項３】
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前記第１、第２透明絶縁膜は有機膜である　請求項２に記載の電磁誘導型タッチパネルを
備えた液晶表示装置。
【請求項４】
前記Ｘ軸コイル群及びＹ軸コイル群は、前記第２基板の片側面で開放された屋根状のコイ
ルが複数個からなる　請求項２に記載の電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置。
【請求項５】
前記Ｘ軸コイル群及びＹ軸コイル群の各コイルの一方は、外部の接地電圧に連結される　
請求項４に記載の電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置。
【請求項６】
前記Ｘ軸コイル群及びＹ軸コイル群の各コイルの他方は、外部のマルチプレクサ（ＭＵＸ
）に連結され、複数のコイルのうち、何れか一つのコイルを選択して所定レベルの電圧に
連結される　請求項５に記載の電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置。
【請求項７】
向き合う第１、第２基板と、　前記第１基板上に形成された薄膜トランジスタアレイと、
　前記薄膜トランジスタアレイの各薄膜トランジスタと電気的に連結された画素電極と、
　前記画素電極を含む第１基板の全面に所定の厚さで表面を平坦化する絶縁膜と、　前記
絶縁膜上に形成されたＸ軸、Ｙ軸透明電極コイル群を含めてなるＥＭセンサー部と、　前
記画素電極の間に所定間隔離隔して形成された共通電極と、　前記第２基板上に前記画素
電極以外の部位を遮断する遮光層と、　前記画素電極の各々に対応するように前記遮光層
にオーバーラップして第２基板の全面に形成されるカラーフィルター層と、　前記第１、
第２基板の間に形成された液晶層と、　前記第１基板の下部に光を照射するバックライト
ユニットと、　前記バックライトユニットの下部の前記ＥＭセンサー部を制御する制御部
と　を含めてなる電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置。
【請求項８】
前記絶縁膜は、有機膜からなる　請求項７に記載の電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶
表示装置。
【請求項９】
前記ＥＭセンサー部は、　前記絶縁膜上に形成された透明電極からなるＸ軸コイル群と、
　前記Ｘ軸コイル群を含む前記絶縁膜の全面に形成されて表面を平坦化する第１透明絶縁
膜と、　前記透明絶縁膜上に形成された透明電極からなる複数のＹ軸コイル群と、　前記
Ｙ軸コイル群を含む前記第１透明絶縁膜上に形成されて表面を平坦化する第２透明絶縁膜
　からなる請求項７に記載の電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置。
【請求項１０】
前記Ｘ軸コイル群及びＹ軸コイル群は、前記第１基板の片側面で開放された屋根状のコイ
ルが複数個からなる　請求項９に記載の電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置。
【請求項１１】
前記Ｘ軸コイル群及びＹ軸コイル群の各コイルの一方は、外部の接地電圧に連結される　
請求項１０に記載の電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置。
【請求項１２】
前記Ｘ軸コイル群及びＹ軸コイル群の各コイルの他方は、外部のマルチプレクサ（ＭＵＸ
）に入力され、複数のコイルのうち、何れか一つのコイルを選択して所定レベルの電圧に
連結される　請求項１１に記載の電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は液晶表示装置に関するもので、特に、液晶パネルと一体化してＥＭ（Electro 
Magnetic）センサーを形成することで、厚さを減少し、工程を単純化させた電磁誘導型タ
ッチパネルを備えた液晶表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
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　一般に、パソコン、携帯用伝送装置、その他の個人専用情報処理装置などは、キーボー
ド、マウス、デジタイザーなどの多様な入力装置を用いてテキスト及びグラフィック処理
などを行う。
【０００３】
　こうした入力装置は、パソコンの用途の拡大と共に、インタフェースとしての入力装置
にキーボード及びマウスだけでは製品対応が困難であり、より簡単、かつ誤操作が少なく
、誰でも入力可能であり、また携帯しながら手で文字入力も可能などの必要性によって発
展してきた。
【０００４】
　現在こうした入力装置の一般的な機能に関連する必要性を満たす水準を越えて、高信頼
、新機能の提供及び耐久性、材料や物質を含む設計及び加工と関連する製造技術などの微
細な技術へまで関心が高まっている。
【０００５】
　特に、簡単で、誤操作が少なく、携帯しながら誰でも入力可能であり、他の入力機器を
用いることなく、文字入力可能な入力装置としてタッチパネルが知られており、これによ
る検出方式、構造及び性能などが詳しく知られている。
【０００６】
　簡単に観察してみると、スペーサーにより隔離され、圧押により互いに接触可能に配置
された二つの抵抗成分のシートを揃えた抵抗膜方式と、静電容量方式、電磁誘導方式など
がある。
【０００７】
　前記抵抗膜方式は、直流電圧を印加した状態で圧力によって押された位置を電流量の変
化により感知し、静電容量方式は、交流電圧を印加した状態で容量結合を用いて感知する
。また、電磁誘導方式は磁界を印加した状態で選択された位置を誘導電圧で共振される共
振周波数を検出して感知する。
【０００８】
　それぞれの方式によって信号増幅の問題や解像度の差、設計及び加工技術の難易度の差
などにおいて異なる特徴があるので、長所を活かせるように区分してその方式を選択する
。選択基準は、光学的な特性、電気的な特性、機械的な特性、耐環境特性、入力特性など
の他に、耐久性と経済性なども考慮する。
【０００９】
　最近、電磁誘導型タッチパネルの正確な位置鑑別の可能性からその開発が注目を浴びて
いる。以下、一般の電磁誘導型タッチパネルの構成と動作について説明する。一般的な電
磁誘導型タッチパネルは、一組が他の組に対して直交配列される二組のアレイコイル（ま
たはコイル）を備えたデジタイザー平板及び前記デジタイザー平板上の所定位置をハンド
インする専用ペンを備える。
【００１０】
　前記デジタイザー平板のコイルの構成は、複数のコイルがフレキシブルＰＣＢ(flexibl
e Printed Circuit Board)平面の上に重なって配列されており、各コイルはＸ、Ｙ軸につ
いて各々所定間隔離隔して配列され、各軸の各コイルは一方が接地電圧と連結し、他方が
選択信号が印加される一つの共通基準の電位線に連結されている。
【００１１】
　こうしたシステムにおいて、専用ペンは共振回路を備え、前記デジタイザー平板はアレ
イコイルに交流信号が印加されて動作する。前記アレイコイルに交流信号の印加後、専用
ペンがデジタイザー平板に隣接すると、専用ペンと隣接したコイルが磁界を形成し、前記
磁界と共振して専用ペンに備えられた共振回路では共振周波数を発生し、発生した共振周
波数はタッチパネル部の制御部で感知されて比較過程を経て二次元平板の表面に対する位
置が決定される。
【００１２】
　前記複数のコイルが装着されたデジタイザーは前記コイルが遮光成分の導体で形成され
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る。従って、表示装置の光源下部に位置して前記コイルによって生成される光の漏洩を防
止する。電磁波を感知して駆動する電磁誘導型タッチパネルは、表示装置上部に形成され
てのみ位置検出が可能な抵抗膜方式や静電容量方式のタッチパネルと異なり、表示装置及
び光源を通過しても電磁気が貫通可能で、実際タッチされる表示面からセンサー部が離隔
していてもタッチ位置を判断することができる。
【００１３】
　以下、添付図面を参照して関連技術の電磁誘導型のタッチパネルを説明する。図１は、
関連技術の電磁誘導型タッチパネルを含む液晶表示装置を示す概略構成図である。図１の
ように、関連技術の電磁誘導型タッチパネルを含む液晶表示装置は、上下基板が一定空間
を有し貼り合わせ、前記上下基板の間に液晶が注入されて外部の駆動信号及び画像信号に
よって映像を表示する液晶表パネル１０と、前記液晶パネル１０の上下部に各々接着され
て光を偏光させる上部偏光板１１及び下部偏光板１２と、光を発光して前記液晶パネル１
０の表面で均一に光を照射するバックライトユニット１３と、前記液晶パネル１０の下側
に構成されて電子ペン１７がタッチされる位置で共振する電磁波を送受信してタッチ位置
を認識するセンサー部１４と、前記センサー部１４を制御する制御部１５と、前記液晶パ
ネル１０、バックライトユニット１３、センサー部１４、制御部１５を一体として支持す
る金属性のケース蓋（図示せず）及び前記センサー部１４と電磁波を送受信する電磁ペン
１７からなる。
【００１４】
　図示してはいないが、前記液晶パネル１０の上側に一定のギャップを持って形成されて
液晶パネル１０の保護及び誘電体層として用いられる保護膜が更に形成されている。また
、前記液晶パネル１０、バックライトユニット１３、センサー部１４、制御部１５を一体
として支持するように前記層の側部と前記液晶パネル１０の上部の外側面を覆うように金
属性のケース蓋が形成される。
【００１５】
　ここで、前記センサー部１４は、複数のＸ軸コイル及びＹ軸コイルが配置されているセ
ンサーＰＣＢと、前記センサーＰＣＢの下部に外部電磁波を遮断するシールドプレートと
、前記センサーＰＣＢの送受信モードを指示し、前記Ｘ軸コイル及びＹ軸コイルを選択す
るスイッチング手段を含むコネクターからなる。
【００１６】
　また、前記制御部１５は前記センサー部１４の下側に構成されて前記センサー部１４に
信号を送り更に入力される信号を読み込んで前記電子ペン１７の位置を感知する役割を行
うためのＣＰＵが形成されている。また、前記電子ペン１７は内部にコイルとコンデンサ
ーからなる共振回路を内蔵している。
【００１７】
　関連技術の電磁誘導型タッチパネルの動作を観察してみると次の通りである。前記制御
部１５から信号が印加されて動作し、前記センサー部１４はＸ軸及びＹ軸コイルを選択し
て電磁気を誘導して電磁波を発生し、これに前記電磁ペン１６が共振されて共振周波数を
一定時間ホールディングし、これを再び前記センサー部１４で受信して位置を感知する。
【００１８】
　ここで、前記電子ペン１７には共振回路が備えられ、この時の共振回路はＲＬＣ複合回
路であって印加される電源の特定周波数で最大電流が流れる回路である。前記共振周波数
は特定周波数帯の出力特性だけを抽出できる。
　前記共振周波数ｆは下記の式で表される。
　即ち、ｆ＝１／２π√（ＬＣ）
（ここで、Ｌはコイルのインダクタンス、Ｃはコンデンサーの容量である）
【００１９】
　前記のような電磁誘導型タッチパネルは、抵抗膜方式とはまったく違う方法であって、
電磁場に誘起して共振する性質を用いてペンの位置を感知する方法であって正確な位置を
検出し、耐久性のある方法を駆使し画質にまったく影響が及ぶことなく透過率がよい。ま
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た、手による接触にも一切影響を受けることなく、電子針でタッチパネルに文字を書くこ
とができ、デザイン、学会、セミナーなどで多用されている。
【００２０】
　図２は、関連技術の電磁誘導型タッチパネルの駆動回路及び駆動方式を示すブロック図
である。図２のように、センサー部１４は、また、各々Ｘ軸アレイ及びＹ軸アレイのコイ
ルに各々結合されるマルチプレクサＸ－ＭＵＸ及びＹ－ＭＵＸを含む。特定Ｙ軸コイルは
Ｙアドレス信号（Ｙ－ＡＤＤＲ）によって読み込めるように選択され、特定Ｘ軸コイルは
Ｘアドレス信号（Ｘ－ＡＤＤＲ）によって選択され、両信号のいずれも制御部１５によっ
て発生される。
【００２１】
　選択されたＹ軸コイル及びＸ軸コイルからの出力信号は制御部１５に提供される。前記
制御部１５は、出力信号を増幅する増幅器２４を備え、増幅器２４の出力は検出器２５と
、ローパスフィルター（ＬＰＦ）２６及びサンプルアンドホルド（Ｓ／Ｈ）部２７を介し
て、アナログ－デジタル変換部に供給される。前記アナログ－デジタルコンバータ２８は
、アナログ信号の大きさと極性をデジタル形式に変換してＣＰＵ２３に入力する。
【００２２】
　前記増幅器２４の出力は検出器２５に供給され、これは更にローパスフィルター２６及
びサンプルアンドホルド部２７に供給される。前記サンプルアンドホルド部２７は一つの
コイルの測定値を前記アナログ－デジタル変換部２８がデジタル化する間維持されるよう
し、その間の前回路では二番目の後続コイル測定が開始される。
【００２３】
　前記センサー部１４の構成は複数のコイルがフレキシブルＰＣＢ平面上に重なって配列
されていおり、各コイルはＸ、Ｙ軸について各々最適に配列され、各軸のコイルの一方は
接地電圧と連結され、他の一方はＭＵＸ部と連結して一つが選択されて所定レベルの電位
線に連結されている。ユーザーが電子ペン１７をハンドインすると、前記ＣＰＵ２３の制
御によってサイン波発生器２１から発生するサイン波電流が前記電子ペン１７に印加され
、これによって前記電子ペン１７の周囲にサイン波磁束が形成される。
【００２４】
　この時、ユーザーがセンサー部１４上に前記電子ペン１７を近接させると電子ペン１７
の位置によってセンサー部１４に配置されている各々のコイルに各々異なる大きさのサイ
ン波電圧が誘起して検出器２５及び前記アナログーデジタル変換機２８を通して前記ＣＰ
Ｕ２３に入力される。以降、前記ＣＰＵ２３はコイルに誘起された電圧値から前記センサ
ー部１４上の電子ペン１７の位置を算出して０°から３６０°間の角度値で出力し、前記
電子ペン１７の出力データは液晶パネル１０に印加されるか前記ＣＰＵ２３に貯蔵される
。
【００２５】
前記のように動作する電磁誘導型タッチパネルにおいて、ユーザーはセンサー部１４の面
積が広ければ広いほど所望の図形を図示しやすくなり、解像度が高ければ高いほど効率に
優れ、前記解像度はセンサー部１４内のコイル間隔に反比例する。即ち、コイル間隔が狭
ければ狭いほど解像度は高い。
【００２６】
　このように、電磁誘導型タッチパネルは、センサー部１４の内部に複数のコイルが装着
されていて電磁的な変化を感知して電子ペン１７の位置を把握する。従って、抵抗膜方式
とは異なり、センサー部１４が必ず液晶パネル１０の全面に配置される必要はなく、ＬＣ
Ｍの表面にデジタイザーの装着が可能である。即ち、センサー部１４の上部に液晶パネル
１０などが配置されても、電磁力が貫通可能となり、電磁気的に均一な物質がある場合に
は前記センサー部１４が液晶パネル１０の上面で動く電子ペンなどに対する位置認識が可
能となる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【００２７】
　しかしながら、前記のような関連技術の電磁誘導型のタッチパネルは次のような問題が
あった。関連技術の電磁誘導型のタッチパネルは、センサー部に光を遮断する磁性材質の
コイルが形成されるので、センサー部をバックライト上に位置させると、バックライトか
ら出てくる光が前記コイルにより一部遮断されて透過率の損失をもたらす問題があり、セ
ンサー部をバックライト下部に位置させていた。従って、センサー部が、液晶パネルとバ
ックライトユニット及び駆動回路との組立て時に、１ｍｍ内外の厚さで液晶パネルとは別
の層で金属モールドで装着されるので、かかる電磁誘導型タッチパネルを含む液晶表示装
置の全体の厚さが相当厚くな
【００２８】
り、重さも増加するという問題があった。
【００２９】
　また、液晶パネルの駆動回路が形成されたＰＣＢバックライトユニットの下部に位置す
ることによって駆動回路に前記センサー部からの影響を防止するためにＰＣＢ下部にシー
ルド層を形成しなければならなかった。
【００３０】
　本発明は、上記関連技術の問題点を解決するためのもので、その目的は液晶パネルにＥ
Ｍセンサーを形成することで、厚さを減少し、工程を単純化した電磁誘導型タッチパネル
を備えた液晶表示装置を提供することが目的である。
【課題を解決するための手段】
【００５１】
　向き合う第１、第２基板と、前記第１基板上に形成された薄膜トランジスタアレイと、
前記薄膜トランジスタアレイの各薄膜トランジスタと電気的に連結された画素電極と、前
記画素電極の間に所定間隔離隔して形成された共通電極と、前記第２基板上に前記画素電
極以外の部位を遮断する遮光層と、前記画素電極の間に各々対応して前記遮光層にオーバ
ーラップして形成されるカラーフィルター層と、前記カラーフィルター層上に形成された
Ｘ軸、Ｙ軸透明電極コイル群を含めてなるＥＭセンサー部と、前記ＥＭセンサー部を含む
前記第２基板の全面に所定厚さで表面を平坦化するオーバーコート層と、前記第１、第２
基板の間に形成された液晶層と、前記第１基板の下部に光を照射するバックライトユニッ
トと、前記バックライトユニットの下部に前記ＥＭセンサー部を制御する制御部を含めて
なる電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置を提供する。
【００５２】
　前記ＥＭセンサー部は、前記オーバーコート上に形成された透明電極からなるＸ軸コイ
ル群と、前記Ｘ軸コイル群を含む前記透明基板の全面に形成されて表面を平坦化する第１
透明絶縁膜と、前記透明絶縁膜上に形成された透明電極からなる複数のＹ軸コイル群と、
前記Ｙ軸コイル群を含む前記第１透明絶縁膜上に形成されて表面を平坦化する第２透明絶
縁膜からなることが望ましい。
【００５３】
前記第１、第２透明絶縁膜は有機膜であることが望ましい。
【００５４】
　前記Ｘ軸コイル群及びＹ軸コイル群は、前記第２基板の片側面で開放された屋根状のコ
イルが複数個からなる。前記Ｘ軸コイル群及びＹ軸コイル群の各コイルの一方は、外部の
接地電圧に連結されることが望ましい。
【００５５】
前記Ｘ軸コイル群及びＹ軸コイル群の各コイルの他方は、外部のマルチプレクサ（ＭＵＸ
）に連結され、複数のコイルのうち、何れか一つのコイルを選択して所定レベルの電圧に
連結されることが望ましい。
【００５６】
　また、向き合う第１、第２基板と、前記第１基板上に形成された薄膜トランジスタアレ
イと、前記薄膜トランジスタアレイの各薄膜トランジスタと電気的に連結された画素電極
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と、前記画素電極を含む第１基板の全面に所定の厚さで表面を平坦化する絶縁膜と、前記
絶縁膜上に形成されたＸ軸、Ｙ軸透明電極コイル群を含めてなるＥＭセンサー部と、前記
画素電極の間に所定間隔離隔して形成された共通電極と、前記第２基板上に前記画素電極
以外の部位を遮断する遮光層と、前記画素電極の各々に対応するように前記遮光層にオー
バーラップして第２基板の全面に形成されるカラーフィルター層と、前記第１、第２基板
の間に形成された液晶層と、前記第１基板の下部に光を照射するバックライトユニットと
、前記バックライトユニットの下部に前記ＥＭセンサー部を制御する制御部を含めてなる
電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置を提供する。
【００５７】
前記絶縁膜は有機膜からなることが望ましい。
【００５８】
　前記ＥＭセンサー部は、前記絶縁膜上に形成された透明電極からなるＸ軸コイル群と、
前記Ｘ軸コイル群を含む前記絶縁膜の全面に形成されて表面を平坦化する第１透明絶縁膜
と、前記透明絶縁膜上に形成された透明電極からなる複数のＹ軸コイル群と、前記Ｙ軸コ
イル群を含む前記第１透明絶縁膜上に形成されて表面を平坦化する第２透明絶縁膜からな
ることが望ましい。
【００５９】
　前記Ｘ軸コイル群及びＹ軸コイル群は、前記第１基板の片側面で開放された屋根状のコ
イルが複数個からなることが望ましく、前記Ｘ軸コイル群及びＹ軸コイル群の各コイルの
一方は、外部の接地電圧に連結される。前記Ｘ軸コイル群及びＹ軸コイル群の各コイルの
他方は、外部のマルチプレクサ（ＭＵＸ）に入力され、複数のコイルのうち、何れか一つ
のコイルを選択して所定レベルの電圧に連結されることが望ましい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００６１】
　以下、本発明の好ましい実施の形態を添付の図面に基づいて詳しく説明する。図３は、
本発明の電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置を概略的に示した断面図である。
図３のように、本発明の電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置は、向かい合う上
部基板５１、下部基板５２と、前記上下部基板５１、５２の間に設けられた液晶層５３か
らなる液晶パネル５００と、前記液晶パネル５００の下部に光を照射するためのバックラ
イトユニット６００と、前記バックライトユニット６００の下部ＥＭセンサー部を制御す
る制御部を含めてなる。ここで、前記液晶パネル５００の上部基板５１及び下部基板５２
のうち一基板にはＥＭセンサー部が一体化されて形成される。
【００６２】
　図４Ａは、ＥＭセンサー部が液晶パネルの上部基板の表面に備えられた液晶表示装置を
示した断面図であり、図４Ｂは、ＥＭセンサー部が液晶パネルの下部基板の表面に備えら
れた液晶表示装置を示す断面図である。図４Ａ及び図４Ｂのように、ＥＭセンサー部３０
０は液晶パネル５００の上部基板５１及び下部基板５２のうち一つの基板の表面に形成さ
れ得る。
【００６３】
　図５Ａは、図４Ａ及び図４ＢのＥＭセンサー部のコイル群を示した構成平面図であり、
図５Ｂは、図４Ａ及び図４ＢのＥＭセンサー部のＹ軸コイル群を示した構成平面図である
。図５Ａのように、液晶パネル（図４Ａ及び図４Ｂの５００参照）の上部基板（図４Ａ及
び図４Ｂの５１参照）及び下部基板（図４Ａ及び図４Ｂの５２参照）のうち、一つの基板
の表面に形成されたＥＭセンサー部のＸ軸コイル群３１は透明基板３０上に片側がオープ
ンになったコイルが一定間隔を有して複数個形成される。
【００６４】
　前記透明基板３０は、ポリエチレンテレフタレート、ポリプロピレンテレフタレート、
ポリエチレン－２、６－ナフタレート、シンジオキタチックポリスチレン、ノルボルナン
系ポリマー、ポリカーボネート、ポリアリレートなどからなる。各コイルの一方には接地
電圧印加ライン３２を通して外部の接地電圧（Ｖｓｓ）に連結され、他の一方はＸ－マル
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チプレクサ（Ｘ－ＭＵＸ）３３と連結してなり、電子ペンのタッチ時、最も隣接したＸ軸
コイルが選択されて所定レベルの電圧が前記コイルに印加されるようになる。前記Ｘ－Ｍ
ＵＸ３３は送受信転換部６０と連結して、送信時は位置感知された信号をＣＰＵに伝達し
、受信時は電子ペンの位置を感知するようにする。
【００６５】
　図５Ｂのように、Ｙ軸コイル群３５は前記Ｘ軸コイル３１と垂直な方向にＹ軸コイルが
第１透明絶縁膜３４上に片側がオープンしたコイルが一定間隔を隔てて複数個形成され、
Ｘ軸コイル群３１と同様に各コイルの一方には接地電圧印加ライン３６を通して外部の接
地電圧Ｖｓｓに連結され、他方はＹ－マルチプレクサ（Ｙ－ＭＵＸ）３７に連結されてな
り、電子ペンのタッチ時に最も隣接したＹ軸コイルが選択されて所定レベルの電圧が前記
コイルに印加されるようになる。Ｘ軸コイル群３１と同様に、前記Ｙ－ＭＵＸ３７は送受
信転換部６０に連結されて、送信時は位置が感知された信号をＣＰＵに伝達し、受信時は
電子ペンの位置を感知する。前記送受信転換部６０はＸ軸コイル群３１とＹ軸コイル群３
５とが同一のモードを選択するようにする。
【００６６】
　ここで、前記Ｘ軸コイル群３１とＹ軸コイル群３５は全て透明電極からなっていて、液
晶パネルの上部にかかるコイル群が配置されたセンサー部が形成されても透過率に影響が
及ばないようにする。また、前記接地電圧印加ライン３２、３６及びＸ－ＭＵＸ３３、Ｙ
－ＭＵＸ７と連結するラインは銀（Ａｇ）または銅（Ｃｕ）などの導電性ラインからなり
、前記センサー部の非表示領域に位置させて透過率に損失がないようにする。前記Ｘ軸、
Ｙ軸コイル群３１、３５の成分は透明電極である酸化インジウム、酸化錫、酸化亜鉛、イ
ンジウム－錫複合酸化物、錫－アンチモン複合酸化物、インジウム－亜鉛複合酸化物から
なる。ここで、前記送受信転換部６０、Ｘ－ＭＵＸ３３、Ｙ－ＭＵＸ３７及び前記接地電
圧印加ライン３２、３６の一部分と、前記接地電圧源は液晶パネル５００とバックライト
ユニット６００の下部に位置する制御部７００に構成されて前記Ｘ軸コイル群３１及びＹ
軸コイル群３５に電圧を供給し、これを制御する。
【００６７】
　図６は、図５Ａ及び図５ＢのＩ－Ｉ’線上の断面図である。図６のように、本発明のＥ
Ｍセンサー部３００は、液晶パネル５００の上部基板５１または下部基板５２の表面に形
成されるもので、上部基板５１または下部基板５２の表面に接着層３９が対向するように
更に備えられる。前記ＥＭセンサー部３００は、透明基板３０上に所定間隔離隔して形成
された片側がオープンした屋根状のコイルで透明電極成分のＸ軸コイル群３１と、前記Ｘ
軸コイル群３１を含む前記透明基板３０の全面に表面を平坦化する第１透明絶縁膜３４と
、前記第１透明絶縁膜３４上にＸ軸コイル群３１と垂直に配置されるＹ軸コイル群３５と
、前記第１透明絶縁膜３４の全面に表面を平坦化する第２透明絶縁膜４８からなる。
【００６８】
　前記第１、第２透明絶縁膜３４、３８は、ＳｉＯｘ、ＳｉＮｘなどの無機絶縁膜または
フォトアクリル、ＢＣＢ、ポリアミド化合物などの有機絶縁膜を用いることができる。
【００６９】
　図７は、本発明の第１の実施の形態による電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装
置を示した断面図である。図７のように、本発明の第１の実施の形態による電磁誘導型タ
ッチパネルを備えた液晶表示装置は、第１偏光板４０の表面に接着層３９を介在して前記
第１偏光板４０と一体化してＥＭセンサー部３００を形成するものである。
【００７０】
　本発明の第１の実施の形態による電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置は、上
からＥＭセンサー部３００、接着層３９、第１偏光板４０、上部基板５１、液晶層５３、
下部基板５２、第２偏光板４１、バックライトユニット６００及び制御部７００からなる
。
【００７１】
　ここで、液晶パネル５００は、前記バックライトユニット６００及び制御部７００を除



(9) JP 4175472 B2 2008.11.5

10

20

30

40

50

外したＥＭセンサー部３００、接着層３９、第１偏光板４０、上部基板５１、液晶層５３
、下部基板５２、第２偏光板４１を全て含めてなる。前記第１、第２偏光板４０、４１は
、液晶パネル５００の上部基板５１及び下部基板５２に対応する全面に接着層が介在して
形成され、フィルム状に前記接着層がある面が前記上部基板５１と下部基板５２に付着し
て形成される。前記第１、第２偏光板４０、４１の表面には接着層が形成されていないの
で、前記第１偏光板４０の何れかの表面にＥＭセンサー部３００が付着されるためには前
記接着層３９を更に備えなければならない。
【００７２】
　前記ＥＭセンサー部３００は、図６に示すように、透明基板３０上にＸ軸、Ｙ軸透明電
極コイル群３１、３５が形成されたものである。ここで、前記バックライトユニット６０
０及び液晶パネル５００の第１偏光板４０と一体化してＥＭセンサー部３０が位置すると
いうことは、前記ＥＭセンサー部３００を液晶モジュール工程で形成するということであ
る。
【００７３】
　このように、ＥＭセンサー部３００を液晶モジュール工程で形成すると、バックライト
ユニット６００を始めとした制御部７００などの構成要素との組み立て工程でＥＭセンサ
ー部３００のためのギャップを有することなく形成可能であるので、前記ＥＭセンサー部
３００をバックライトユニット６００の下部に位置した時に比べて集積度が向上する。
【００７４】
　この時、前記ＥＭセンサー部３００を駆動し、制御する機能を有する制御部７００は前
記バックライトユニットの下部に位置する。従って、液晶パネル５００を形成する工程中
に前記ＥＭセンサー部３００を形成させることができるので、以降、バックライトユニッ
ト６００と前記ＥＭセンサー部３００を組み立てる工程は不要となり、前記ＥＭセンサー
３００による電磁気場の影響を受けるために、別のＰＣＢ下部にシールドを備える必要が
ない。
【００７５】
　図８は、本発明の第２の実施の形態による電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装
置を示した断面図である。図８のように、第２の実施の形態による本発明の電磁誘導型タ
ッチパネルを備えた液晶表示装置は第２偏光板４１の表面に接着層３９を介在して前記第
１偏光板４０と一体化してＥＭセンサー部３００を形成するものである。
【００７６】
　本発明の第２の実施の形態による電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置は、上
から第１偏光板４０、上部基板５１、液晶層５３、下部基板５２、第２偏光板４１、接着
層３９、ＥＭセンサー部３００、バックライトユニット６００及び制御部７００からなる
。第２の実施の形態では、前記第２偏光板４１の表面にＥＭセンサー部３００が位置した
以外は第１の実施の形態と同一の構成を有するので同一参照符号を付与した。
【００７７】
　第１の実施の形態と同様に、第２の実施の形態では、バックライトユニット６００及び
制御部７００を除外した１偏光板４０、上部基板５１、液晶層５３、下部基板５２、第２
偏光板４１、接着層３９及びＥＭセンサー部３００を含めて液晶パネル５００が形成され
る。
【００７８】
　以下、説明する第３、４の実施の形態による電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示
装置は、前記第１偏光板４０または第２偏光板４１の裏面即ち、上部基板５１または下部
基板５２の表面にＥＭセンサー部３００を位置させた構造を有するものである。
【００７９】
　図９は、本発明の第３の実施の形態による電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装
置を示した断面図である。図９のように、本発明の第３の実施の形態による電磁誘導型タ
ッチパネルを備えた液晶表示装置は、前記上部基板５１の表面に接着層３９を更に備えて
前記第１偏光板４０と一体化してＥＭセンサー部３００を形成するものである。
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【００８０】
　ここで、前記ＥＭセンサー部３００は、前記第１偏光板４０と前記上部基板５１との間
に形成され、前記第１偏光板４０が前記上部基板５１に対応する面、即ち、前記第１偏光
板４０の裏面に接着層（図示せず）を備えるので、前記ＥＭセンサー部が前記上部基板５
１に接する面に接着層３９を更に備えて前記ＥＭセンサー部３００が液晶パネル５００に
一体化して形成される。
【００８１】
　本発明の第３の実施の形態による電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置は、上
から第１偏光板４０、ＥＭセンサー部３００、接着層３９、上部基板５１、液晶層５３、
下部基板５２、第２偏光板４１、バックライトユニット６００及び制御部７００からなる
。
【００８２】
　第３の実施の形態では、前記第２偏光板４１の表面にＥＭセンサー部３００が位置した
以外は第１の実施の形態と同一の構成を有するので同一参照符号を付与した。
【００８３】
　また、第１の実施の形態と同様に、第３の実施の形態では、バックライトユニット６０
０及び制御部７００を除外した第１偏光板４０、上部基板５１、液晶層５３、下部基板５
２、第２偏光板４１、接着層３９及びＥＭセンサー部３００を含めて液晶パネル５００が
なる。
【００８４】
　図１０は、本発明の第４の実施の形態による電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示
装置を示した断面図である。図１０のように、本発明の第４の実施の形態による電磁誘導
型タッチパネルを備えた液晶表示装置は、前記下部基板５２の表面に接着層３９を更に備
えて前記第２偏光板４１と一体化してＥＭセンサー部３００を形成するものである。
【００８５】
　ここで、前記ＥＭセンサー部３００は、前記第２偏光板４１と前記下部基板５２との間
に形成され、前記第２偏光板４１が前記下部基板５２に対応する面、即ち、前記第２偏光
板４１の裏面に接着層（図示せず）を備えるので、前記ＥＭセンサー部が前記下部基板５
２に接する面に接着層３９を更に備えて前記ＥＭセンサー部３００が液晶パネル５００に
一体化して形成される。
【００８６】
　本発明の第４の実施の形態による電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置は、上
から第１偏光板４０、上部基板５１、液晶層５３、下部基板５２、接着層３９、ＥＭセン
サー部３００、第２偏光板４１、バックライトユニット６００及び制御部７００からなる
。
【００８７】
　第４の実施の形態では、前記第２偏光板４１の表面にＥＭセンサー部３００が位置して
いる以外は第１の実施の形態と同一の構成を有するので同一参照符号を付与した。
【００８８】
　第１の実施の形態と同様に、第４の実施の形態では、バックライトユニット６００及び
制御部７００を除外した１偏光板４０、ＥＭセンサー部３００、接着層３９、上部基板５
１、液晶層５３、下部基板５２、第２偏光板４１を含めて液晶パネル５００がなる。
【００８９】
　前記第１ないし４の実施の形態による電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置に
おいて、ＥＭセンサー３００は、第１偏光板４０または第２偏光板４１の表面または裏面
に形成される。これにより、電磁誘導型タッチパネルが液晶表示装置のバックライトユニ
ットの上に備えられる限り、本発明の１つの原理により形成された電磁誘導型タッチパネ
ルが偏光板、基板または液晶表示装置の構成のいずれかと統合できることが理解される。
【００９０】
　以下、ＥＭセンサー部３００が液晶パネル５００の上部基板５１または下部基板５２の
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裏面に形成される電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置について説明する。
【００９１】
　図１１Ａは、ＥＭセンサー部が液晶パネルの上部基板の裏面に備えられた液晶表示装置
を示す断面図であり、図１１Ｂは、ＥＭセンサー部が液晶パネルの下部基板の裏面に備え
られた液晶表示装置を示した断面図である。図１１Ａ及び図１１Ｂのように、ＥＭセンサ
ー部３００は、液晶パネル５００の上部基板５１及び下部基板５２のうち、基板の裏面に
形成され得る。
【００９２】
　図１２Ａは、図１１Ａ及び図１１ＢのＥＭセンサー部のＸ軸コイル群を示した構成平面
図であり、図１２Ｂは、図１１Ａ及び図１１ＢのＥＭセンサー部のＹ軸コイル群を示した
構成平面図である。
【００９３】
　図１３は、図１２Ａ及び図１２ＢのII－II’線上の断面図である。図１２Ａのように、
液晶パネル５００の上部基板５１及び下部基板５２のうち、基板上に形成されたＥＭセン
サー部３００のコイル群３１は片側がオープンされたコイルが一定間隔を有して複数形成
される。
【００９４】
　各コイルの一方には接地電圧印加ライン３２を通して外部の接地電圧Ｖｓｓに連結され
ており、他方はＸ－ＭＵＸ３３と連結して電子ペンのタッチ時に最も隣接したＸ軸コイル
が選択されて所定レベルの電圧が前記コイルに印加されるようにする。前記Ｘ－ＭＵＸ３
３は送受信転換部６０と連結して、送信時は位置感知された信号をＣＰＵに伝達し、受信
時は電子ペンの位置を感知するようにする。
【００９５】
　図１２Ｂのように、Ｙ軸コイル群３５は前記Ｘ軸コイル群３１と垂直の方向にＹ軸コイ
ルが第１透明絶縁膜３４上に片側がオープンされたコイルが一定間隔を有して複数形成さ
れ、Ｘ軸コイル群３１と同様に各コイルの一方には接地電圧印加ライン３６を介して外部
の接地電圧Ｖｓｓに連結されており、他方はＹ－ＭＵＸ３７に連結されて電子ペンのタッ
チ時に最隣接したＹ軸コイルが選択されて所定レベルの電圧が前記コイルに印加されるよ
うにする。Ｘ軸コイル群３１と同様に、前記Ｙ－ＭＵＸ３７は送受信転換部６０と連結し
て送信時は位置感知された信号をＣＰＵに伝達し、受信時には電子ペンの位置を感知する
ようにする。
【００９６】
　前記送受信転換部６０はＸ軸コイル群３１とコイル群３５が同一のモードを選択するよ
うにする。
【００９７】
　ここで、前記Ｘ軸コイル群３１とＹ軸コイル群３５はいずれも透明電極からなっていて
、液晶パネルの上部にかかるコイル群が配置されたセンサー部が形成されても透過率に影
響が及ばないようにする。また、前記接地電圧印加ライン３２、３６及びＸ－ＭＵＸ３３
、Ｙ－ＭＵＸ３７に連結されるラインは銀または銅などの導電性ラインからなり、前記セ
ンサー部の非表示領域に位置させて透過率に損失がないようにする。
【００９８】
　前記Ｘ軸、Ｙ軸コイル群３１、３５の成分は透明電極である酸化インジウム、酸化錫、
酸化亜鉛、インジウム－錫複合酸化物、錫－アンチモン複合酸化物、インジウム－亜鉛複
合酸化物からなる。ここで、前記送受信転換部６０、Ｘ－ＭＵＸ３３、Ｙ－ＭＵＸ３７及
び前記接地電圧印加ライン３２、３６の一部分と、前記接地電圧源は液晶パネル５００と
バックライトユニットの下部に位置する制御部７００に構成されて前記Ｘ軸コイル群３１
及びＹ軸コイル群３５に電圧を供給しこれを制御する。
【００９９】
　図１３のように、本発明のＥＭセンサー部３００は、液晶パネル５００の上部基板５１
または下部基板５２の裏面に、上部基板５１または下部基板５２のアレイ工程の直接蒸着
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工程で形成されるものであって、前記した第１ないし第４の実施の形態のように別途の接
着層が備えられない。
【０１００】
　前記ＥＭセンサー部３００は上部基板５１または下部基板５２上に所定間隔で離隔され
て形成された片側がオープンになった屋根状のコイルで透明電極成分のＸ軸コイル群３１
と、前記Ｘ軸コイル群３１を含めた前記透明基板３０の全面に表面を平坦化する第１透明
絶縁膜３４と、前記第１透明絶縁膜３４上にＸ軸コイル群３１と垂直に配置されるＹ軸コ
イル群３５と、前記第１透明絶縁膜３４の全面に表面を平坦化する第２透明絶縁膜４８か
らなる。
【０１０１】
　前記第１、第２透明絶縁膜３４、３８はＳｉＯｘ、ＳｉＮｘなどの無機絶縁膜またはフ
ォトアクリル、ＢＣＢ、ポリアミド化合物などの有機絶縁膜を用いることができる。前記
ＥＭセンサー部３００が液晶パネル５００の上部基板５１または下部基板５２の裏面に備
えられる時にはその駆動方法によってＥＭセンサー部３００が配置される位置を異にする
。
【０１０２】
　以下、ＴＮモードで駆動される液晶表示装置について説明する。図１４は、本発明の第
５の実施の形態による電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置の下部基板の平面図
であり、図１５は、図１４のIII-III’線上の構造断面図である。図１４のように、ＴＮ
モードで駆動される本発明の第５の実施の形態による電磁誘導型タッチパネルを備えた液
晶表示装置の下部基板（図１５の５２参照）上には、ゲート電極６１ａが突出して形成さ
れたゲートライン６２と、前記ゲートライン６１及びデータライン６２に定義される画素
領域に画素電極６３を備えて形成される。ここで、前記ゲート電極６１ａ上部にはチャン
ネル領域が定義された半導体層６４が形成され、前記半導体層６４のチャンネル領域、両
側に連結されるソース／ドレイン電極６２ａ、６２ｂが形成される。
【０１０３】
　図１４のように、薄膜トランジスタがアレイ形態で画素ごと形成され、各薄膜トランジ
スタのドレイン電極６２ｂと画素ごとに画素電極６３が形成される。また、図１５のよう
に、前記ゲート電極６１ａ及びゲートライン６１を含めた下部基板５２の全面にゲート絶
縁膜６５を形成して、前記半導体層６４とゲート電極６１ａを絶縁する。
【０１０４】
　また、前記ソース／ドレイン電極６２ａ、６２ｂ及びデータライン６２を含む下部基板
５２の全面に保護膜６６を形成し、前記ドレイン電極６２ｂの所定部分が露出されるよう
に接続ホールを形成し、形成される画素電極６３と前記ドレイン電極６２ｂとが電気的に
連結されるようにする。
【０１０５】
　ここで、前記ゲート絶縁膜６５と前記保護膜６６の成分はＳｉＯｘ、ＳｉＮｘなどで形
成される。前記上部基板５１上には、図１３のように、Ｘ軸、Ｙ軸透明電極コイル群３１
、３５からなるＥＭセンサー部３００と、前記ＥＭセンサー部３００の上部に前記画素以
外の領域を覆う遮光層７１と、前記画素電極６３に対応するカラーフィルター層７２と、
前記カラーフィルター層７２を含む上部基板５１を平坦化するオーバーコート層７３と、
前記オーバーコート層７３の全面に形成された共通電極７４を含めてなる。
【０１０６】
　ここで、前記オーバーコート層７３は、前記ＥＭセンサー部３００と電気的な干渉を防
止するためにフォトアクリル、またはＢＣＢ、ポリアミド化合物などの誘電率の低い有機
絶縁膜からなる。ＴＮモードは、下部基板５２の画素電極６３と上部基板５１の共通電極
７４間の垂直電界に液晶層５３が駆動するので、前記ＥＭセンサー部３００の動作がＴＮ
モード動作への影響を最小化するためには前記オーバーコート層７３が厚ければ厚いほど
良く、また、ＥＭセンサー部３００と共通電極７４との間の前記オーバーコート層７３を
含む遮光層７１、カラーフィルター７２が誘電率が低い素材であればよい。
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【０１０７】
　このように、第５の実施の形態による液晶パネル５００は前記ＥＭセンサー部３００を
前記上部基板５１の裏面に形成することで、前記ＥＭセンサー部３００を前記上部基板５
１に一体形成することができる。
【０１０８】
　以下、下部基板５２にだけ画素電極６３と共通電極６７が形成されて面内切替型駆動方
式で駆動する液晶表示装置と関連して説明する。図１６は、本発明の第６、第７の実施の
形態による電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置の下部基板の平面図であり、図
１７は、図１６のIV-IV’線上の断面図であり、図１８は、図１６のＶ－Ｖ’線上の断面
図である。
【０１０９】
　図１６のように、本発明の第６、第７の実施の形態による電磁誘導型タッチパネルを備
えた液晶表示装置は、下部基板（図１７及び図１８の５２参照）上に各々水平方向及び垂
直方向に形成されて画素領域を定義する複数のゲートライン６１及び複数のデータライン
６２と、前記複数のゲートライン６１のライン各々に所定間隔離隔して形成された複数の
共通ライン６８と、前記複数のゲートライン６１及び複数のデータライン６２の交差点に
形成される複数の薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）と、前記複数の薄膜トランジスタ各々のド
レイン電極６２ｂに連結されて前記データライン６２の方向に画素領域に形成される画素
電極６３と、前記画素領域内に前記画素電極６３と所定間隔離隔し、前記共通ライン６８
に連結されて前記画素領域内に“?”状に形成される共通電極６８を含めてなる。
【０１１０】
　以下、図１７及び図１８を参照して本発明の第６及び図７の実施の形態による電磁誘導
型タッチパネルの液晶表示装置の下部基板側の形成方法について簡略に説明する。先ず、
下部基板５２上に金属を全面蒸着し、これを選択的に除去して水平方向に、ゲート電極が
突出したゲートライン６１と前記ゲートライン６１と同一の方向に所定間隔離隔して共通
ライン６８を形成する。
【０１１１】
　次に、前記ゲートライン６１及び共通ライン６８を含む下部基板５２の全面にゲート絶
縁膜６５を形成する。次に、前記ゲート電極６１ａの上部に該当するように前記ゲート絶
縁膜６５上に半導体層６４を形成する。
【０１１２】
　また、前記ゲート絶縁膜６５上の所定領域に金属を全面蒸着し選択的に除去して前記ゲ
ートライン６１と垂直な方向にデータライン６２及びソース／ドレイン電極６２ａ、６２
ｂを形成する。この時、前記ゲート電極６１ａ、半導体層６４、ソース／ドレイン電極６
２ａ、６２ｂからなる薄膜トランジスタが形成される。
【０１１３】
　また、前記データライン６２を含む下部基板５２の全面に保護膜６６を形成する。また
、前記薄膜トランジスタのドレイン電極６２ｂと前記共通ライン６８の所定部分にコンタ
クトホールを形成し、前記保護膜６６上に金属を全面蒸着しこれをパターニングして薄膜
トランジスタのドレイン電極６２ｂに連結される画素電極６３と、前記画素電極６３と所
定間隔離隔して前記共通ライン６８に連結される共通電極６７を形成する。
【０１１４】
　このように、前記共通電極６７は下部に形成される共通ライン６８とコンタクトして電
圧が印加され、前記画素電極６３は薄膜トランジスタのオン／オフ動作によってデータ電
圧を印加される。ここで、前記共通ライン６８は外部から一つに連結されて共通電圧（Ｖ
ｃｏｍ）信号が印加される。
【０１１５】
　図１９は、本発明の第６の実施の形態による電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示
装置を示した断面図である。図１９に示すように、本発明の第６の実施の形態による電磁
誘導型タッチパネルは図１６ないし図１８で説明した下部基板６２上の構造物が形成され
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、上部基板５１側は次のように形成される。
【０１１６】
　即ち、前記上部基板５１上には画素領域以外の部位に対応して形成された遮光層７１と
、前記遮光層７１とオーバーラップして前記上部基板５１の全面に各画素領域に対応する
カラーフィルター層７２と、前記カラーフィルター層７２上に順次に透明電極成分のＸ軸
コイル群３１と、第１透明絶縁膜３４と、透明電極成分のＹ軸コイル群３５と、第２透明
絶縁膜３８からなるＥＭセンサー部３００と、前記ＥＭセンサー部３００を含む表面を平
坦化するオーバーコート層７３が形成されている。
【０１１７】
　また、前記上下部基板８０、３００との間に液晶層９０を形成する。前記オーバーコー
ト層７３は面内切替型駆動に影響が及ばないように例えば、フォトアクリル、ＢＣＢ、ポ
リアミド化合物などの有機絶縁膜からなる。
【０１１８】
　図１９には、図１３のＥＭセンサー部３００の上下を反転して、Ｘ軸コイル群３１がカ
ラーフィルター層７２と接するように形成されているが、これは上部基板８０側に形成さ
れるカラーフィルター層８２や、ＥＭセンサー部３００のような構造物が上部基板７０か
ら順次形成されることを考慮して図示したものである。実際に、ＥＭセンサー部３００内
におけるＸ軸コイル群３１と、Ｙ軸コイル群３５は下部から順次に形成可能であり、互い
に上下反転して形成することもできる。
【０１１９】
　ここで、前記第１、第２透明絶縁膜３４、３８は有機絶縁膜からなり、面内切替型駆動
のために下部基板３００側の共通電極３６及び画素電極３７に電圧印加時に、垂直クロー
ストルクが形成しないようにして前記ＥＭセンサー部５０の動作を安定化する。かかる有
機絶縁膜は、例えば、フォトアクリルまたはＢＣＢ、ポリアミド化合物などで形成する。
また、Ｘ軸、Ｙ軸コイル群３１、３５は酸化インジウム、酸化錫、酸化亜鉛、インジウム
－錫複合酸化物、錫－アンチモン複合酸化物、インジウム－亜鉛複合酸化物などの透明電
極からなる。
【０１２０】
　なお、面内切替型で駆動される液晶表示装置は、画素電極６３及び共通電極６７は下部
基板５１上に形成されるので、前記ＥＭセンサー部３００は上部基板５２上に形成した後
、片側部で各コイルに電圧を印加し、下部基板５２側はセルフ駆動回路で制御して電圧を
印加すると、基板との間がセルギャップほどの距離差があり、また、各駆動方式が違うの
で、下部基板の面内切替型電界が上部基板の磁界に影響が及ばないと言える。
【０１２１】
　即ち、第６の実施の形態による本発明の電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置
は、共通電極が上部基板の全面に形成されるＴＮ（Ｔｗｉｓｔ　Ｎｅｍａｔｉｃ）方式と
異なり、下部基板５２側に形成される電極（画素電極、共通電極）だけに電圧を印加して
液晶パネルを駆動し、上部基板５１側に形成されたＥＭセンサー部３００は所定位置にお
ける電子ペンタッチ時に、所定位置のコイルに誘導された電圧とこれに共振した共振周波
数を前記ＥＭセンサー部３００で再び読み込んで位置を感知する。
【０１２２】
　このように、第６の実施の形態による液晶パネル５００は、前記上部基板５１にＥＭセ
ンサー部３００を形成して上部基板５１と一体形に前記ＥＭセンサー部３００を形成する
。
　図２０は、本発明の第７の実施の形態による電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示
装置を示した断面図である。図２０に示すように、本発明の第７の実施の形態による電磁
誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置は前記ＥＭセンサー部３００が下部基板５２側
に形成された以外は第６の実施の形態の構成と同じであり、従って、同一の図面符号を記
載した。
【０１２３】
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　かかる構造では、前記ＥＭセンサー部３００が共通電極６７と画素電極６３が形成され
る下部基板５２側に形成されるので、前記ＥＭセンサー部３００が共通電極６７及び画素
電極６３間に生成される面内切替型電界に影響されないためには前記薄膜トランジスタア
レイ基板の下部基板５２の最上面に所定厚さで表面を平坦化する絶縁膜６９を形成するこ
とができる。前記絶縁膜６９は、例えば、フォトアクリルまたはＢＣＢ、ポリアミド化合
物などの有機絶縁膜からなる。
【０１２４】
　このように、第６の実施の形態による液晶パネル５００は前記下部基板５２にＥＭセン
サー部３００を形成して下部基板５２と一体化して前記ＥＭセンサー部３００を形成する
。
【０１２５】
　第５ないし第７の実施の形態では、前述したように、ＥＭセンサー部３００を各コイル
及びコイルが形成された基板の透明性を維持して液晶パネルを形成する工程で形成するこ
とになると、前記液晶パネル５００の下部には光を照射できるバックライトユニットと、
前記バックライトユニットの下部に前記ＥＭセンサー部３００を制御する制御部が更に形
成される。
【０１２６】
　前記制御部７００は液晶パネルを駆動する駆動回路が形成されたボード（図示せず）に
同時に形成でき、これによって液晶表示装置の集積度を更に向上させることができる。
【０１２７】
　なお、以上本発明の好適な一実施の形態について説明したが、前記実施の形態に限定さ
れず、本発明の技術思想に基づいて種々の変形が可能である。
【０１２８】
　以上説明したように、本発明のマルチ空気調和機の運転制御方法によると、次のような
効果がある。
　第一に、透明電極からなるコイル群を形成することによって、透過率を損失することな
く、偏光板と一体化して電磁誘導型タッチパネルを形成することができる。
【０１２９】
　第二に、電磁誘導型タッチパネルの各コイルに電圧を印加するためのラインを非表示領
域で配置して表示領域の損失を発生させずに電磁誘導型タッチパネルを駆動させることが
できる。
【０１３０】
　第三に、液晶パネル及びバックライトユニットなどの要素などを組み立てる工程ではな
く、液晶パネル形成の工程で電磁誘導型タッチパネルを形成することによって、工程を単
純化させ、重さ及び厚さを減らすことができ、集積度を向上させることができる。
【０１３１】
　第四に、ＥＭセンサー部を各コイル及びコイルが形成された基板の透明性を維持させて
液晶パネルを形成する工程で形成すると、別途のボードにＥＭセンサー部を構成する方式
に比べて工程を単純化させることができ、集積度も向上させることができる。
【０１３２】
　第五に、ＥＭセンサー部とＥＭセンサー部とを制御する制御部を分離してＥＭセンサー
部は液晶パネル内に形成し、制御部を前記液晶パネルの駆動回路が形成されたボードと同
一のボードに形成するか、別途のボードに制御部を形成することによってＥＭセンサー部
と制御部とを一体化して液晶パネルの下部の所定位置に形成される従来の電磁誘導型タッ
チパネルに比べて集積度及び工程を単純化することができる。
【図面の簡単な説明】
【０１３３】
【図１】従来の電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置を示した概略的な断面図。
【図２】従来の電磁誘導型タッチパネルの駆動回路及び駆動方式を示したブロック図。
【図３】本発明の電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置を示した概略的な断面図
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【図４Ａ】ＥＭセンサー部が液晶パネルの上部基板の表面に備えられた液晶表示装置を示
した断面図。
【図４Ｂ】ＥＭセンサー部が液晶パネルの下部基板の表面に備えられた液晶表示装置を示
した断面図。
【図５Ａ】図４Ａ及び図４ＢのＥＭセンサー部のＸ軸コイル群を示した構成平面図。
【図５Ｂ】図４Ａ及び図４ＢのＥＭセンサー部のＹ軸コイル群を示した構成平面図。
【図６】図５Ａ及び図５ＢのI-I’線上の断面図。
【図７】本発明の第１の実施の形態による電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置
を示した断面図。
【図８】本発明の第２の実施の形態による電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置
を示した断面図。
【図９】本発明の第３の実施の形態による電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装置
を示した断面図。
【図１０】本発明の第４の実施の形態による電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装
置を示した断面図。
【図１１Ａ】ＥＭセンサー部が液晶パネルの上部基板の裏面に備えられた液晶表示装置を
示した断面図。
【図１１Ｂ】ＥＭセンサー部が液晶パネルの下部基板の裏面に備えられた液晶表示装置を
示した断面図。
【図１２Ａ】図１１Ａ及び図１１ＢのＥＭセンサー部のＸ軸コイル群を示した構成平面図
。
【図１２Ｂ】図１１Ａ及び図１１ＢのＥＭセンサー部のＹ軸コイル群を示した構成平面図
。
【図１３】図１２Ａ及び図１２ＢのII-II’線上の断面図。
【図１４】本発明の第５の実施の形態による電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装
置の下部基板の平面図。
【図１５】図１４のIII-III’線上の断面図。
【図１６】本発明の第６、７実施の形態による電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示
装置の下部基板の平面図。
【図１７】図１６のIV-IV’線上の断面図。
【図１８】図１６のＶ－Ｖ’線上の断面図。
【図１９】本発明の第６の実施の形態による電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装
置の下部基板の平面図。
【図２０】本発明の第７の実施の形態による電磁誘導型タッチパネルを備えた液晶表示装
置の下部基板の平面図。
【符号の説明】
【０１３４】
　３０　透明基板、３１　Ｘ軸コイル、３２　接地電圧印加ライン、３３　Ｙ軸コイル、
３４　第１透明絶縁膜、３５　Ｙ軸コイル、３６　接地電圧印加ライン、３７　Ｙ－ＭＵ
Ｘ、３８　第２透明絶縁膜、３９　接着層、４０　第１偏光板、４１　第２偏光板、５１
　上部基板、５２　下部基板、５３　液晶層、６０　送受信転換部、６１　ゲートライン
、６１ａ　ゲート電極、６２　データライン、６２ａ／６２ｂ　ソース／ドレイン電極、
６３　画素電極、６４　半導体層、６５　ゲート絶縁膜、６６　保護膜、６７　共通電極
、６８　共通ライン、７１　遮光層、７２　カラーフィルター層、７３　オーバーコート
層、７４　共通電極、３００　ＥＭセンサー部、５００　液晶パネル、６００　バックラ
イトユニット、７００　制御部。
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种配备有电磁感应型触摸面板的液晶显示装置，
该触摸面板通过在液晶面板上形成EM（电磁）传感器而减小厚度并简化
工艺。解决方案：液晶显示装置包括：液晶面板，由彼此面对的第一和
第二基板，以及设置在第一和第二基板之间的液晶层，由X轴和Y-组成的
EM传感器部分组成。整体形成在液晶面板的第一和第二基板的任一个基
板上的轴透明电极线圈组，用光照射液晶面板下部的背光单元和控制EM
传感器部分的控制部分背光单元的下部。 Ž
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